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被災地支援活動報告～岩手県立宮古病院から～

西 郷 和 真

近畿大学医学部内科学教室（神経内科部門)

東日本大震災において，近畿大学附属病院の取り

組みの一部として岩手県立宮古病院での医療ボラン

ティア活動について報告のため，今回この場を借り

て寄稿いたします．近畿大学では，本学ホームペー

ジでも広報されていますように，近畿大学全学部，

附属施設を挙げて支援活動を行っております．

http://www.kindai.ac.jp/rd/social-activity/

earthquake-east-japan/index.html

（2013年３月31日現在）

特に医学部では，下記HPのように震災の起こっ

た平成23年３月12日から18日に附属病救命救急部を

中心としたDMATのチームや，多職種の医療関係

者が組織され，東北に派遣されております．

http://www.kindai.ac.jp/rd/social-activity/

earthquake-east-japan/download-data/130119.pdf

（2013年３月31日現在）

平成23年９月からは，全国医学部長・病院長会議

の指示もあり近畿ブロックの８大学医学部のとりま

とめ役である塩崎均前医学部長（現学長）の推進に

より近畿大学でも被災地支援活動事業に参加するこ

とになりました．近畿ブロックの各大学は岩手県の

依頼により，岩手県立宮古病院，県立高田病院での

医療支援を担当することになりました．県立宮古病

院では，診療支援内容は医師２名（神経内科担当１

名，救急外来担当１名）の体制を組み１週間の輪番

で支援する体制が決まり，県立高田病院では整形外

科診療を中心に近畿大学として支援を行ってきまし

た．

その中で，我々は平成24年２月12日より一週間で

外科の吉岡康多先生，平木洋子先生（当時研修医）

の計３名で組織され，岩手県立宮古病院の日勤帯の

救急外来を担当させて頂きました．373床の岩手県立

宮古病院の位置は上記のような場所にあり，沿岸部

８万人の最後の基幹病院です．盛岡から２時間，岩

手花巻空港からは３時間の位置にあり，近畿大学医

学部のある狭山から伊丹空港を経由して花巻空港ま

で約３時間の行程です．すなわち，近畿大学から県

立宮古病院まで行く時間は計６時間という，陸の孤

島になります．

県立宮古病院の佐藤元昭院長の話では，10年前に

50人の常勤医師がいましたが，臨床研修医制度の問

題もあり，常勤医の数は半減しています．さらに昨

年の震災のために，医療崩壊のスピードが加速して

います．日勤帯でも，救急車が２台-３台と数珠つな

ぎとなることも稀でなく，多い時には１日にDead
 

on Arrival（DOA）が３件あったとお聞きしました．

写真 県立宮古病院（筆者撮影）
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下の写真はみなさんもご存知のことと思います

が，宮古市の被害の大きかった田老地区の写真です．

がれきはすべて撤去されていますが，２重の防波堤

でも津波には勝てず，すべてが津波にのみ込まれた

そうです．その後，全国からボランティアの方が来

られて，がれきを撤去されたそうです．当時は，電

柱が整備されたところで，復興はこれからです（写

真３）．

今回の医療支援でも，たくさんのことを勉強させ

て頂きました．特に，宮古病院の先生方，外来看護

師の方，そして気前よく送り出して頂き，貴重な体

験をさせて頂きました当院神経内科の先生方に感謝

致します．

今回の支援で，同行した研修医の救急診療体験が

非常に勉強になったと病院側に評価を受け，2013年

度から当院で臨床研修中の研修医が希望すれば，岩

手県宮古病院に地域医療として研修できるようにな

りました．研修医には大変勉強になる施設と思いま

す．近畿大学の研修医のみなさんに短期間でも，是

非参加して自分の技術を磨いて，岩手県の人々との

出会いから何かを学んでほしいと思います．そのよ

うな震災を忘れない気持ちを，胸に刻む必要がある

と思います．

岩手県立宮古病院に派遣された先生方と日程（当

時の職位）

2011年

09月04日（日）～09月10日（土）

腎臓・膠原病内科 谷山 佳弘 講師

外科 加藤 寛章 助教

09月11日（日）～09月17日（土）

内分泌代謝内科 池上 博司 教授

外科 石丸英三郎 講師

2012年

02月05日（日）～02月11日（土）

消化器内科 今井 元 助教

外科 前川 昌平 助教

宮内 正晴 研修医

02月12日（日）～02月18日（土）

神経内科 西郷 和真

外科 吉岡 康多 助教

平木 洋子 研修医

岩手県立高田病院に派遣された先生方と日程（当時

の職位）

01月09日（月）～01月13日（金）

近畿大学整形外科 浜西 千秋 教授

01月16日（月）～01月20日（金）

近畿大学くしもと町立病院 三木 良久 医員

04月02日（月）～04月06日（金）

近畿大学整形外科 井上 紳司 助教

04月09日（月）～04月13日（金）

近畿大学整形外科 橋本 和彦 助教

05月14日（月）～05月18日（金）

近畿大学整形外科 中川 晃一 助教

08月06日（月）～08月10日（金）

近畿大学整形外科 赤木 將男 主任教授

近畿大学整形外科 墳本 一郎 大学院生

田中 寛樹 研修医，中村 文久 研修医

11月12日（月）～11月16日（金）

近畿大学整形外科 冨山 貴司 助教

日程，スケジュール，連絡調整などは管財事務部 永

正 誠次長と岩手県立宮古病院 事務局 松館 隆

次長ならびに，救急外来では，三浦昭子看護師長に

大変お世話になりました．

終 わ り に

今回震災ボランティア活動に参加させていただい

た関係各位に感謝いたします．今回派遣された医師写真

写真 宮古市でも被害の大きかった田老地区のホ
テルの写真です．津波は壊れている高さ以
上になったとお聞きしました．（筆者撮影）
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は，近畿大学の代表として派遣されたもので，近畿

大学職員の震災支援に対する気持ちは全員同じと思

っております．東北はまだまだ震災の傷跡から復興

していません．今後も医療を通じて震災復興，そし

て地域医療，過疎医療問題の解決について勉強して

行きたいと思います．
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